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こんにちは、松村拓也です。  

松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。ご意見、ご質問など、何で 

もこのメールに返信してください。  

 

------------------------------------------------------------------------  
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      １．今週のトピックス  

 

■今週の報告 

（月、火、水） 

いくつかの予定をこなしたけど、頭の中はＺ社の作業で一杯。業務マニュアル作りはいよい

よ行き詰ってきた。何が問題かというと「つまらない＝読む気がしない」こと。どうやって

もページはかさむ一方で、マニュアルは分厚くなるばかり。考えてみれば、ＰＣやソフトウ

ェアにも以前は分厚いマニュアルがついてきたっけ。でも、ＰＣがウィンドウズとマックに

集約されるにつれ、直感に頼る操作性が向上し、今や誰もマニュアルなど見ることなく、い

や、マニュアルそのものがほぼ姿を消したといっていい。一般企業の業務マニュアルも、何

か抜本的に変えられないものだろうか。 

（木） 

今日はＺ社の定例の日。結局久しぶりに徹夜をしてしまい、６時にひとまず区切りをつけて

仮眠することにした。暑くて眠れるはずもなかったが、その時僕は夢を見た。僕は分厚いマ



ニュアルの他に１枚のシートを持っていた。それは、電化製品などに必ず付いてくる「操作

ガイド」みたいな感じ。そこには僕の名前が書いてあり、僕一人分の仕事が１枚にまとまっ

ていて「詳細はマニュアル参照」と書いてある。僕は飛び起きて、すぐに下書きを始めた。

会社の取り扱い説明書を、部署別、個人別のシートに分解すれば、誰もが自分の仕事を瞬時

に把握できるじゃないか。こんな説明では、何のことだかわからないと思うけど、僕にとっ

ては大発見。俄然やる気が出てきてそのままたたき台を仕上げ、Ｚ社定例に乗り込んだ。 

その日の残りは徹夜明けでボロボロ。夜、テレビで「蜩の記」を見て泣いた。 

（金） 

今日は、たまっていた面談をこなす日だ。パートナーのＳ君にアドバイスした後、待ってい

たＫさんと新 PJT の打ち合わせ。Ｋさんがこの事業を私的な取り組みにしたいというので

「だったら僕は今降りる。夢を共有できる事業なら協力するが、そうでない事業を手伝うな

らそれは単なる有償サービスだ」と。そうこうするうちに、自宅活用の相談でＨさんがやっ

てきた。こちらは多くの与条件がこんがらがっている状態だが、それを一つずつほぐしてい

くのが僕の仕事だ。そして導かれる答えは、オンリーワンの特殊解に決まってる。そんなチ

ャレンジをするのに、世間の目など気にはしていられない。ビジネスは、周りの人に褒めら

れるためにやるんじゃない。と、１時間ほど話したところで、当日アポのＫさんがやってき

た。彼女は Colish を見て多世代がともに暮らす笑恵館に興味を持ったというが、ちょっと

訳アリのご様子だ。「笑恵館は会員制の家族なので、お母さんとよく話をしなさい」と言っ

て、田名さんに預けた。笑恵館には本当に様々な人が訪ねてくるけど、望むところだ。 

時間はすでに１８時を回り、僕は小伝馬町の「協働ステーション中央」に向かった。多くの

出会いがあったけど、その話はまた後日。 

（土、日） 

今週は、前半は袋小路だったけど、まあなんとか生き返った。諦めなければ必ず答えはある

もんだ。後はこの週末で形にせねば。来週は金沢までドライブだ。 

 

      ２．松村拓也サロン「自分の意見を言ってみようぜ」（有料サロン）  

 

[意見]とは、人が特定の状況や対象に対してもつ特定の態度の言語的表明（ブリタニカ百科

事典より）のこと。自分の意見を言うことは、何かに対する自分の態度を表明することであ

って、何かを提案したり考えることではありません。 

このサロンは松村拓也の提案ではなく、日々の活動や言動に関する意見を表明するプロジ

ェクトです。皆さんからの疑問や反論をいただき、議論することにより僕自身の意見を鍛え

上げ、世界を変える道具にしていきたいと考えています。 

これまで発信した意見から、その冒頭部分をお届けしますので、よろしければぜひご入会く

ださい。 

 



＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

 

#011【明日からできる・政治改革】20150610 

 

原発による発電コストが、他の自然エネルギーによる発電コストより安価なことが、原発依

存派の論拠となっていることは、あなたもご存知と思う。そして同時に、この議論は原発の

廃炉コストという見積不可能なコストを除外することで成り立つ虚構であることも。さて、

僕はなぜこの話をしているかというと、ふと不思議に思ったからだ。それは「なぜこんなお

粗末な話が世の中まかり通るのか？」という疑問だ。本当は複雑で難解な問題で真実や実態

は報道されていないのか、それとも本当にお粗末な話なのか。こんなお粗末だから、政治は

見捨てられているのではないか？ 

・ 

僕は３年ほど前、無職フェスの岩井君が企画したバスツアーで静岡の浜岡原発を見学した。

ここではすでに１号炉が廃炉に着手していて、取り出した使用済み燃料棒だけでなく操業

開始以来使用したすべての燃料棒が構内の燃料プールに格納されていることを知り愕然と

したのを忘れない。そして東京電力は、臆面もなくそれを平然と説明している。かわいいガ

イドのお姉さんがにっこり笑って「廃炉工程の完了予定はまだ不明です」と説明する。先ほ

どの話に戻れば、明らかにお粗末な議論だが、こうして堂々と説明されると「なるほど」と

なんだか納得してしまう。帰りの車中で「おのお姉さん怖かったですね」といわい君と顔を

見合わせた。･･･続きはサロンで 

 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

 

#012【本音と建前】20150612 

 

[#007]に対するＴ君の意見に応えるうちに、この問題に対する僕の意見を言いたくなった。

誰もが身に覚えのある身近な話だが、いざ意見を述べようとすると漠としてつかみどころ

のない問題だ。こういう課題に対し、どのように意見を言うか、チャレンジしたくなった。 

まず、意見を言うにはその対象となることがらを明確にする必要がある。でも、その説明に

てこずっていると、意見にたどり着くまでにくたびれてしまう。そこでまず、思い切って論

点を絞ろうと思う。[本音と建前]の全体に対してでなく、[本音と建前を使い分ける弊害ある

いは損失]について意見を述べたい。 

・ 

僕たちが[本音と建前]を使い分けるのは、使い分けることにメリットがあるからだ。メリッ

トとして初めに思い当たるのは、自分の意見＝本音を人に押し付けるのではなく、誰もが受

け入れられる意見＝建前を提案し、大まかな合意を作ってから個別の意見調整をするやり



方だ。これは[総論と各論]とも言われる合意形成のための方法で、本当の合意を作るために、

まずとりあえずの合意を作るわけだが、あまりうまくいった試しがない。いくら建前で合意

しても、本音で合意できなければ最終合意には至らない。結局、合意する気もないのに合意

に向けて努力している風に見せかけるメリットが大きい。結局のところ、本音と建前を使い

分けている限り、合意形成は不可能だと言っても過言ではないと僕は思う。 

 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

 

このサービスは、[facebook のグループ]を利用したものなので、facebook を利用していな

い方は参加できませんが、遠距離でこのメールを読んでいらっしゃる方には、特におすすめ

です。 

皆さんの[自分の意見]も楽しみにしてます！  

 

もちろん、初めは読むだけでもＯＫですよ。  

※サロンへのお申込みはこちら  

→ http://synapse.am/contents/monthly/matsumuratakuya  

 

 

 

      ３．空き家を無くせ（ブログ）  

 

 

 

※ブログサイトはこちら  

→ http://nanoni.club/  

 

 

 

      ４．来週のお誘いイベント  

 

来週は、金沢出張とその分たまった仕事の処理ですね。何かありましたら後半にどうぞ。 

□面談歓迎 ■同行可能 ★参加可能 

（月）8/10 金沢出張 

（火）8/11 金沢出張  

（水）8/12 金沢出張 

（木）8/13 都心方面におります 



（金）8/14 □朝から 笑恵館で作業 

   19:00～ ★カプラー起業交流会(三茶) 

（土）8/15 なし（自宅作業）  

（日）8/16 なし（自宅作業） 

 

僕が主催･参加する各種イベントをご紹介します。  

あなたも参加可能ですので、興味があればお問い合わせください。  

 

※僕の動向はこちら 面談ご希望の方は気軽にご連絡ください 

→http://nanoni.co.jp/schedule  

 

 

      ５．アクセスポイント  

 

松村拓也  

メール takuya@nanoni.co.jp <mailto:takuya@nanoni.co.jp>  

携帯 090-9830-3669taku8823@ezweb.ne.jp <mailto:>  

 

自宅 株式会社なのに(平社員)  

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1  

http://nanoni.co.jp/  

 

職場 一般社団法人日本土地資源協会  

   ビジネスリーグプロジェクト事務局  

〒157-0073  

東京都世田谷区砧 6-27-19 笑恵館  

http://land-resource.org/  

http://shokeikan.com/  

 

 

 

      ６．このメルマガについて  

 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事の抜粋などの情報をほぼ  

毎週お届けします。参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信し  

てください。  
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一般社団法人日本土地資源協会  

砧 6-27-19  

世田谷区, 東京都 157-0073  

Japan  

 

Add us to your address book  

<http://land-resource.us10.list-

manage2.com/vcard?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9>  

 

 

メルマガの購読をやめる  

<http://land-resource.us10.list-

manage1.com/unsubscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9&e=&c=a4f

8e50269>  

購読方法を変更する  

<http://land-resource.us10.list-

manage.com/profile?u=800df08672d8b31689226516d&id=df33ae0ce9&e=>  

 

 

Email Marketing Powered by MailChimp  

<http://www.mailchimp.com/monkey-

rewards/?utm_source=freemium_newsletter&utm_medium=email&utm_campaign=mo

nkey_rewards&aid=800df08672d8b31689226516d&afl=1> 


